
（１）背景・目的

・ 棚田地域は中山間地域の中でも特に地形条件が厳しく、他の地
域と比べても農業者の高齢化が進行

・ 営農を継続し地域を維持してくためには、スマート農業技術を活用
した省力化が不可欠

～棚田地域でのスマート農業導入のための県のモデル事業～

○ TANADAで世界は１つ 「棚田インターナショナル」

○ 佐渡市において、棚田を舞台とした体験型観光のモニターツアー「棚田インターナショナル」を5/9-10に実施。
○ 棚田での農作業体験（田植え）に加え、佐渡金山と棚田の歴史的なつながりを学んだほか、日本酒づくり体験
や漁業体験、地域住民との交流など、地域の魅力を深く味わうプログラムを実施。

○ ツアーの実施を通じて得られたモニターからのご意見を踏まえながら、より魅力的な地域資源の活用方法を検討。

① 世界遺産／歴史探訪 

佐渡金山の歴史を学び、佐渡金山の坑道を見学。
歴史と現場の臨場感を体感。

② 田植え体験／地域住民との交流 
海を臨む絶景の棚田にて、田植えを体験。
活動後、地元産の食材を使った昼食を堪能するとともに、
地域住民と交流。

③ 日本酒体験／酒蔵文化 
酒蔵見学を通じて日本酒づくりの工程を学んだ後、
棚田米を使用した日本酒のテイスティングや、
複数の銘柄をブレンドしたオリジナル日本酒づくりを体験

④ 漁業体験／収穫体験／スイーツづくり 
地元漁師とともに網引き漁を体験するとともに、
農園でのイチゴ摘み、パフェ作り体験を通じて、
地域の山・海の恵みを体感。
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春から秋のインバウンド誘客を目的に、棚田地域における農作業体験を核として、
地域の農林水産資源や地場産業を活用した外国人向けモニターツアーを実施しました。

きらりうむで、金山開発の歴史を学び、
佐渡金山を見学しました

昼食：持田家

佐渡で水揚げされた
新鮮な魚介を使った
料理を堪能！

越後姫のいちご狩りを満喫し、オリジナルパフェ作りに挑戦！
希望者は日本酒を加えた、大人の味わいも体験しました

酒蔵見学で日本酒造りの行程を学び、棚田米を使用した日本酒のテイスティング、
複数銘柄のブレンドによるオリジナル日本酒造りを体験しました
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居心地がよかった。
おいしかった！
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洞窟はドラマティック！
鉱山で働いていた人の
様子がよくわかった

みんなで「佐渡ポーズ」
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お酒造りが最高！

日本酒ブレンド 挑戦中

パフェ×日本酒 どんな味？
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。



DAY 2

歌見の棚田に今も息づく
歴史・文化に触れ、田植え体験へ

海を臨む絶景の棚田で、田植え体験後、地元産の食材を使った昼食を堪能し、地域の方々と交流しました

佐渡サーモンの水揚げを見学し、
活締め作業の迫力を体感！

網から魚や貝を取り分ける漁業体験
水揚げされたサザエを石で割り、その場で堪能

歌見の棚田

新鮮なサザエを
味わえたことが
よかった

漁業体験
おもしろかった！

解説だけではない、
リアルに働く姿を
見ることができた

初めてだったので
とてもいい経験だった

間近でみられて
びっくり！

大物がかかってるみたい！

田んぼでおにぎりと
みそ汁があるだけで幸せ！

漁師さんはとてもパワフル！
たくさんの話を聞くことが
できてよかった

美しい景色、食事、
ライブミュージック、
どれもよかった！

地域の方が、
フレンドリーに迎えて
くれたことに感動した

山と田んぼ、
川の水の流れ、日差し、
とても完璧な環境！
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触
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触
れ
る
時
間
が
、
旅
の
印
象

を
深
め
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
２
日
目
の
地
域
交

流
で
は
、
地
域
の
方
々
が
温

か
く
迎
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。
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が
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収
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。

「福は内、鬼も内」なんだって！
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